
自
動
車
部
品

「電動化」で覇権握る
日本企業の挑戦

　
日
系
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
技
術
は
、
何
と
言
っ
て
も
電
動
化
技
術
だ
。
ト
ヨ
タ

自
動
車
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車

Ｈ
Ｖ

、
日
産
自
動
車
は
電
気
自
動
車

Ｅ
Ｖ

で
世
界
大
手
の
追
随

を
許
さ
な
い
商
品
戦
略
を
展
開
。
燃
料
電
池
車

Ｆ
Ｃ
Ｖ

で
も
ト
ヨ
タ
と
ホ
ン
ダ
は
２
０
１
５
年
の

量
産
を
計
画
す
る
。
た
だ
先
行
す
る
電
動
化
技
術
で
世
界
市
場
を
切
り
拓
く
に
は
、
割
高
な
電
池
の
コ

ス
ト
低
減
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
加
速
が
課
題
に
な
る
。

自
動
車ＨＶ
・
Ｅ
Ｖ
追
随
許
さ
ず

「
環
境
対
応
」
で
勝
ち
抜
く

材料技術の進化がタイヤ性能の向上を支えている

　タイヤメーカーは低燃費タイ
ヤなど高性能タイヤに不可欠な
新材料開発技術の導入に乗り出
している。車の燃費性能に直結
する転がり抵抗を減らし 同時
にグリップ力 摩擦力 を維持
向上させる 転がり抵抗と摩擦
力という相反する性能を、いか
に高いレベルで両立させるかが
低燃費タイヤ開発のポイント
だ。実現に向け各社はゴム材料
をナノ 億分の１ レベルで自
在に制御する技術を駆使する。
　ブリヂストンは新エネルギー
・産業技術総合開発機構（ＮＥ
ＤＯ）と乗用車用タイヤの原料
に使うポリマーや充てん剤など
の配置をナノレベルで最適化。
エネルギーロスを従来に比べ
％減らし、耐摩耗性能を ％向
上させたゴムを開発した。自社

技術と組み合わせることで現在
の低燃費タイヤに比べ ％転が
り抵抗を低減した製品開発を推
進。「 年をめどに実用化を
目指す」（同社）という。
　住友ゴム工業は転がり抵抗性
能で最高ランクを獲得した低燃
費タイヤの開発にあたり、新材
料技術 ４Ｄナノデザイン を採
用。性能向上につながる材料を
開発するため、ナノレベルで分
子の動きを表現し材料シミュレ
ーションと解析を進めている。
　ナノレベルでの解析には膨大
な情報を処理する必要がある。
今後住友ゴムは世界有数の計算
速度を誇るスーパーコンピュー
ター「京」を活用。材料技術を
進化させ、 年、 年にそれぞ
れ新技術を確立し、高機能タイ
ヤ開発に結びつけていく。

タイヤ、ナノ技術で低燃費化
開発競争ヒートアップ

　
２
０
１
３
年
は
中
堅
カ
ー

メ
ー
カ
ー
の
Ｈ
Ｖ
元
年
だ
。

三
菱
自
動
車
が

日
に
ス
ポ

ー
ツ
多
目
的
車

Ｓ
Ｕ
Ｖ

ア
ウ
ト
ラ
ン
ダ
ー
」
の
プ

ラ
グ
イ
ン
Ｈ
Ｖ
を
発
売
。
こ

れ
を
皮
切
り
に
マ
ツ
ダ
や
富

士
重
工
業
も
ト
ヨ
タ
の
技
術

供
与
を
受
け
て
投
入
計
画
を

進
め
る
。
中
堅
メ
ー
カ
ー
は

開
発
に
膨
大
な
投
資
が
か
か

る
Ｈ
Ｖ
に
距
離
を
置
い
て
き

た
が
、

年
の
乗
用
車
販
売

に
占
め
る
Ｈ
Ｖ
の
比
率
は
前

年
比
６
・
７

増
の

・
６

％
。
市
場
の
Ｈ
Ｖ
シ
フ
ト
を

無
視
で
き
な
く
な
っ
た
。

　
Ｈ
Ｖ
は
ト
ヨ
タ
が
技
術

力
、
商
品
展
開
と
も
群
を
抜

く
。
現
在

車
種
を
世
界
約

の
国
・
地
域
で
販
売
。

年
１
―

月
期
の
世
界
販
売

は
前
年
同
期
比
約
２
倍
の
１

１
２
万
台
と
１
０
０
万
台
を

初
め
て
突
破
し
た
。

　
こ
の
勢
い
を
加
速
し
よ
う

と
、

年
末
ま
で
に
新
型

モ
デ
ル
を
投
入
す
る
ト
ヨ

タ
。
最
大
の
競
争
力
は
技
術

の
優
位
性
だ
。
Ｈ
Ｖ
シ
ス
テ

ム
は
モ
ー
タ
ー
が
主
に
エ
ン

ジ
ン
を
補
助
す
る
「
マ
イ
ル

ド
型
」
が
世
界
大
手
の
主

流
。
だ
が
ト
ヨ
タ
は
、
エ
ン

ジ
ン
が
停
止
し
た
状
態
で
も

モ
ー
タ
ー
だ
け
で
走
行
で
き

燃
費
改
善
効
果
の
高
い
「
ス

ト
ロ
ン
グ
型
」
を
採
用
す

る
。
二
つ
の
モ
ー
タ
ー
に
遊

星
歯
車
を
組
み
合
わ
せ
た
複

雑
な
構
造
を
持
つ
た
め
コ
ス

ト
高
に
な
る
の
が
避
け
ら
れ

な
い
が
、
技
術
革
新
と
量
販

効
果
で
小
型
Ｈ
Ｖ
「
ア
ク

ア
」
で
は

万
円
程
度
と
マ

イ
ル
ド
型
並
み
に
引
き
下
げ

た
。

　
「
環
境
技
術
は
独
占
し
な

い
」
。
ト
ヨ
タ
の
内
山
田
竹

志
副
会
長
は
事
業
戦
略
に
つ

い
て
こ
う
述
べ
、
米
フ
ォ
ー

ド
モ
ー
タ
ー
と
商
用
車
用
Ｈ

Ｖ
シ
ス
テ
ム
を
共
同
で
開

発
。
ま
た
独
Ｂ
Ｍ
Ｗ
に
は
開

発
中
の
次
世
代
技
術
を
供
与

す
る
な
ど
電
動
化
技
術
の
陣

営
づ
く
り
を
始
め
て
い
る
。

日
本
で
は
環
境
車
の
主
流
に

な
る
が
、
米
国
で
は
新
車
販

売
の
２
―
３
％
、
中
国
で
は

０
・
１
％
未
満
に
と
ど
ま

る
。
欧
米
の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ

ー
と
組
む
こ
と
で
、
技
術
を

効
果
的
に
世
界
に
普
及
さ
せ

る
の
が
狙
い
だ
。

　
世
界
を
見
渡

し
、
現
時
点
で
ト

ヨ
タ
に
Ｈ
Ｖ
で
対

抗
し
得
る
の
は
ホ

ン
ダ
し
か
な
い
。

現
在
の
８
車
種
は

マ
イ
ル
ド
型
で
の

展
開
だ
が
、

年

に
ス
ト
ロ
ン
グ
型

に
進
出
。
小
型
車

用
に
開
発
し
た
１

モ
ー
タ
ー
の
シ
ス

テ
ム
は
、
既
存
シ

ス
テ
ム
に
比
べ
燃

費
が
３
割
よ
く
、

価
格
は
同
等
だ
。

３
種
の
ス
ト
ロ
ン

グ
型
シ
ス
テ
ム
を
用
意
し
、

小
型
車
か
ら
大
型
車
ま
で
フ

ル
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
で
設
定
す

る
。

　
日
産
も
フ
ル
ラ
イ
ン
で
Ｈ

Ｖ
を
品
ぞ
ろ
え
す
る
方
針
。

「
マ
イ
ク
ロ
型
」
と
い
う
簡

易
的
な
Ｈ
Ｖ
を
含
め

年
度

ま
で
に

車
種
を
投
入
し
、

全
車
種
の
３
割
程
度
に
引
き

上
げ
ト
ヨ
タ
と
ホ
ン
ダ
を
追

撃
す
る
。

　
と
は
い
え
日
産
の
環
境
技

術
の
本
命
は
「
あ
く
ま
で
も

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
と
れ
る

Ｅ
Ｖ

カ
ル
ロ
ス
・
ゴ
ー
ン

社
長
。
年
末
に
発
売
し
た

「
リ
ー
フ
」
の
世
界
累
計
販

売
は
約
４
万
９
０
０
０
台
と

世
界
の
Ｅ
Ｖ
の
約
６
割
を
占

め
る
。

年
に
は
商
用
車

「
Ｎ
Ｖ
２
０
０
」
と
高
級
車

ブ
ラ
ン
ド
「
イ
ン
フ
ィ
ニ
テ

ィ
」
の
Ｅ
Ｖ
を
投
入
す
る
な

ど

年
度
ま
で
に
日
産
・
仏

ル
ノ
ー
連
合
で
計
８
車
種
を

用
意
し
、
世
界
販
売
を
計
１

５
０
万
台
に
す
る
計
画
だ
。

　
た
だ
現
時
点
で
の
販
売

は
、
計
画
線
上
に
あ
る
と
は

言
い
難
い
。
普
及
の
足
か
せ

と
な
っ
て
い
る
割
高
な
価

格
、
短
い
航
続
距
離
、
充
電

イ
ン
フ
ラ
の
不
足
の
解
消
が

拡
販
に
は
不
可
欠
だ
。
こ
の

た
め

年

月
に
は
レ
ア
ア

ー
ス
低
減
技
術
を
反
映
さ

せ
、
従
来
の
最
低
価
格
を

万
円
下
回
る
廉
価
モ
デ
ル
を

設
定
。
航
続
距
離
も
従
来
よ

り

％
長
い
２
２
８

に

伸
ば
し
た
。

　
４
月
に
は
さ
ら
に
販
売
価

格
を
約

万
円
値
下
げ
し
、

補
助
金
を
活
用
し
た
場
合
に

最
低
価
格
を
約
２
２
１
万
円

と
Ｈ
Ｖ
並
み
に
引
き
下
げ

る
。
米
国
や
英
国
で
は
電
池

な
ど
の
基
幹
部
品
を
含
め
た

現
地
生
産
化
に

年
か
ら
乗

り
出
し
、
海
外
で
も
コ
ス
ト

競
争
力
を
向
上
さ
せ
拡
販
す

る
。

　
究
極
の
エ
コ
カ
ー
と
さ

れ
る
Ｆ
Ｃ
Ｖ
で
は
、
ト
ヨ
タ

が

年
に
セ
ダ
ン
を
投
入
す

る
。
価
格
は
従
来
の
１
０
０

０
万
円
か
ら
、
量
産
時
に
は

５
０
０
万
円
以
下
に
下
げ
る

計
画
。
燃
料
電
池
ス
タ
ッ
ク

の
体
積
を
従
来
比
で
２
分
の

１
に
低
減
す
る
こ
と
に
成
功

す
る
な
ど
、
量
産
に
向
け
た

設
計
、材
料
、生
産
技
術
な
ど

で
の
革
新
が
進
ん
で
い
る
。

Ｂ
Ｍ
Ｗ
と
は
シ
ス
テ
ム
の
共

同
開
発
な
ど
で
合
意
し
た
。

　
「
Ｆ
Ｃ
Ｘ
ク
ラ
リ
テ
ィ
」

の
リ
ー
ス
を
始
め
て
い
る
ホ

ン
ダ
も

年
に
は
量
産
を
始

め
る
考
え
。
米
ゼ
ネ
ラ
ル
・

モ
ー
タ
ー
ズ

Ｇ
Ｍ

や
独

ダ
イ
ム
ラ
ー
も
Ｆ
Ｃ
Ｖ
で
主

導
権
を
握
っ
て
次
世
代
環
境

車
の
覇
権
を
狙
お
う
と
し
て

お
り
、
世
界
大
手
の
開
発
競

争
が
今
後
さ
ら
に
過
熱
す
る

見
通
し
だ
。

　
自
動
車
部
品
で
最
も
技
術

革
新
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
の
は

環
境
対
応
の
分
野
だ
。
デ
ン

ソ
ー
や
ケ
ー
ヒ
ン
は
燃
費
の

向
上
や
低
公
害
化
に
つ
な
が

る
技
術
を
開
発
し
競
争
力
を

強
化
。
ま
た
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン

を
は
じ
め
と
す
る
タ
イ
ヤ
メ

ー
カ
ー
は
燃
費
性
能
を
高
め

る
高
性
能
タ
イ
ヤ
技
術
を
追

求
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
を

勝
ち
抜
く
。

　
デ
ン
ソ
ー
が
２
０
１
２
年

に
開
発
し
た
小
型
の
排
ガ
ス

再
循
環
装
置

Ｅ
Ｇ
Ｒ

ク

ー
ラ
ー
は
、
国
内
生
産
が
始

ま
り

年
は
海
外
を
含
め
て

拡
大
が
期
待
さ
れ
る
。
排
ガ

ス
の
一
部
を
吸
気
側
に
再
循

環
さ
せ
て
燃
費
を
向
上
さ
せ

る
Ｅ
Ｇ
Ｒ
シ
ス
テ
ム
に
使
う

部
品
に
な
り
、
開
発
品
は
同

等
性
能
で

％
小
型
化
。
エ

ン
ジ
ン
周
り
の
ス
ペ
ー
ス
を

有
効
活
用
し
や
す
く
な
る
。

下
川
勝
久
常
務
役
員
は
「
以

前
の
物
を
置
き
換
え
る
次
期

型
の
製
品
」
と
胸
を
張
り
、

環
境
対
応
で
世
界
を
リ
ー
ド

し
て
い
く
考
え
を
示
す
。

　
ケ
ー
ヒ
ン
は
世
界
最
小
・

最
軽
量
を
実
現
し
な
が
ら
燃

費
向
上
や
低
公
害
化
に
貢
献

す
る
燃
料
噴
射
用
イ
ン
ジ
ェ

ク
タ
ー
を
開
発
し
た
。
燃
料

と
空
気
の
混
合
割
合
が
最
適

に
な
る
よ
う
噴
射
し
、
排
ガ

ス
の
浄
化
効
率
を
高
め
る
機

能
を
持
つ
。
「
技
術
を
結
集

し
、
日
本
で
製
造
し
て
も
ア

ジ
ア
に
対
し
て
競
争
力
を
持

つ
。
材
料
も
特
殊
で
日
本
で

な
け
れ
ば
実
現
で
き
な
か
っ

た
」

田
内
常
夫
社
長

と

い
う
戦
略
製
品
だ
。

　
先
端
形
状
を
改
良
し
た
自

社
開
発
工
具
で
イ
ン
ジ
ェ
ク

タ
ー
の
性
能
を
左
右
す
る
燃

料
噴
射
孔
を
超
精
密
プ
レ
ス

加
工
。
燃
料
の
流
量
バ
ラ
つ

き
を
抑
え
て
、
空
気
を
高
精

度
に
混
合
で
き
る
。
工
具
の

使
用
期
間
に
つ
い
て
も
約
１

・
５
倍
に
延
び
、
使
用
資
源

の
削
減
で
も
環
境
に
配
慮
し

た
。

（ ） 【企画特集】 ２０１３年 平成２５年 １月３１日 木曜日 　　


